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「ひいおじい
ちゃんは戦争

に行ったことが
ある？」と小学

6

年生の大
ひ ろ と

翔くんは、今年
93歳になるひ

いおじいちゃん
に

尋ねました。「
あるよ。戦争に

行って、本当に
大変だった。大

翔くんは戦争
に興味がある

のかい？」とひ
いおじいちゃん

。

「夏休みの宿
題でね、戦争に

ついて調べるこ
とになったから

、

教えてほしいん
だ」と、大翔くん

は言いました。「
大翔くんは、

戦争のどんな
ことを知りたい

のかい？」とひ
いおじいちゃん

が尋ねると、「
テーマは、『戦

後の今、僕たち
・私たちにでき

ること』なんだ
。ねぇ、僕たちに

できることって
あるのかな？」

と答えました
。「もちろんだ

よ。今でも厚生
労働省が遺骨

収集や、全国戦
没者追悼式を

やっているよ。
昭和館やしょう

けい館では戦
中・戦後の労苦

を伝えるため
にさまざまな展

示が行われて
いるし、中国帰

国者支援・交流
センターでは

帰国者とその家
族を支援してい

るんだ」とひい
おじいちゃん。

「戦後70年以
上も経つのに？

」と、大翔くん
はびっくりしま

した。「戦争の
ことと、平和の

大切さを次の
世代に引き継

い

でいくことが、
大切なんだよ

」というひいお
じいちゃんの言

葉に、大翔くん
は「僕たちにも

できることがあ
るんだね。

ひいおじいちゃ
ん、もっと教え

て」と言いまし
た。

風化させない戦争の記憶

戦後の今、
私たちにできること

特集
2

厚生労働省の
援護行政とは

厚生労働省では、遺骨収集事業や慰霊巡拝事業、戦没者遺族への補償など、戦争によって残された多くの
問題の解決を担っています。終戦とともに、海外の軍人軍属、一般邦人の帰国の受け入れが重要な事業と
なり、厚生省はその中央責任官庁として引揚者対策に取り組むこととなりました。そこで1946年に、厚生
省の外局として引揚援護院が設けられ、その後、変遷を経て、1961年に援護局となり、1992年に社会局と
統合し、現在は社会・援護局が行うこととなったのです。
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「
戦
時
中
、
海
外
で
亡
く
な
っ
た
方
の
遺
骨
の
う
ち
、

ま
だ
帰
っ
て
き
て
い
な
い
遺
骨
は
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
」

「
一
人
で
も
多
く
の
人
が
日
本
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
、

国
は
海
外
で
の
遺
骨
収
容
に
力
を
入
れ
て
い
る
ん
だ
よ
」

「
え
っ
！
　
そ
う
な
の
？
」

２
０
２
４
年
度
ま
で
を 

集
中
実
施
期
間
と
定
め
る

第
二
次
世
界
大
戦
中
、日
本
軍
は
中
国
、

東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
戦
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
海
外
で
約
２
４
０
万
人

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
収
容

で
き
た
遺
骨
は
約
１
２
８
万
柱
　※
で
、
未

収
容
の
遺
骨
は
約
１
１
２
万
柱
に
上
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
海
没
遺
骨
が
約
30
万
柱
、

相
手
国
事
情
に
よ
り
収
容
が
困
難
な
遺
骨

が
約
23
万
柱
、
そ
の
ほ
か
の
未
収
容
遺
骨

が
約
59
万
柱
で
す
。
こ
う
し
た
未
収
容
遺

骨
を
日
本
に
帰
還
さ
せ
、
遺
族
に
引
き
渡

さ
ら
に
遺
骨
収
集
事
業
を
推
し
進
め
る

た
め
、
２
０
１
６
年
３
月
に「
戦
没
者
の
遺

骨
収
集
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
成
立

し
、
同
年
５
月
に
は
基
本
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
２
４
年

度
ま
で
を
集
中
実
施
期
間
と
し
て
、
地
域

の
状
況
に
応
じ
た
計
画
的
・
効
果
的
な
遺

骨
収
集
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
事
業
実
施
団
体

で
あ
る
一
般
社
団
法
人
日
本
戦
没
者
遺
骨

収
集
推
進
協
会
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
法

律
指
定
法
人
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

に
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
な
ど

12
団
体
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
行
い 

遺
族
に
引
き
渡
す

遺
骨
収
集
は
次
の
流
れ
で
行
わ
れ
ま

す
。
ま
ず
、
戦
友
な
ど
か
ら
情
報
を
集
め

た
り
、
交
戦
国
で
あ
っ
た
各
国
の
資
料
を

調
査
し
た
り
し
ま
す
。
現
地
調
査
も
行
っ

て
お
り
、
昨
年
度
は
現
地
調
査
団
を
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
５
回
、
ビ
ス
マ
ー

ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
６
回
、
パ
ラ
オ
諸

島
に
３
回
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
４
回
、
マ
リ

ア
ナ
諸
島
に
６
回
派
遣
し
ま
し
た
。
集
め

ら
れ
た
遺
骨
情
報
を
も
と
に
、
相
手
国
政

府
等
と
調
整
の
う
え
、
遺
骨
収
集
実
施
計

画
を
立
て
ま
す
。

そ
し
て
、
遺
骨
収
集
団
が
現
地
で
遺
骨

収
容
作
業
を
行
い
、
人
種
鑑
定
を
踏
ま
え

日
本
の
戦
没
者
の
遺
骨
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
れ
ば
、
日
本
に
送
還
し
ま
す
。

送
還
さ
れ
た
遺
骨
は
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没

者
墓
苑
で
行
わ
れ
る
遺
骨
引
渡
式
で
、
厚

生
労
働
省
に
引
き
渡
さ
れ
、
省
内
霊
安
室

に
仮
安
置
さ
れ
ま
す
。

遺
留
品
や
埋
葬
者
名
簿
、
部
隊
記
録
な

ど
の
資
料
か
ら
戦
没
者
を
あ
る
程
度
特
定

で
き
る
場
合
は
、
当
該
戦
没
者
に
関
係
す

る
と
思
わ
れ
る
遺
族
に
呼
び
か
け
を
行

い
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施
し
ま
す
。
身
元

が
判
明
す
れ
ば
、
遺
族
に
遺
骨
を
引
き
渡

し
ま
す
。
身
元
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
遺

骨
は
、
皇
族
御
臨
席
の
も
と
、
毎
年
５
月

下
旬
に
行
わ
れ
て
い
る
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
拝
礼
式
で
、
同
墓
苑
に
納
骨
し
て
い

ま
す
。

す
た
め
に
、
遺
骨
収
集
事
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、
戦
後
す
ぐ
か

ら
国
は
遺
骨
収
容
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

戦
争
が
終
わ
り
、
陸
海
軍
部
隊
の
復
員
時

や
引
き
揚
げ
時
に
約
93
万
２
０
０
０
柱
が

送
還
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５
２
年
か
ら
１

９
５
７
年
に
か
け
て
は
、
旧
主
要
戦
域
と

な
っ
た
各
地
を
船
舶
で
巡
航
し
て
遺
骨
を

収
容
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
遺
族

や
戦
友
が
独
自
で
遺
骨
収
容
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

ま
だ
収
容
で
き
て
い
な
い
遺
骨
が
多
く

あ
る
と
い
う
指
摘
や
、
旧
戦
域
を
開
発
し

た
際
に
遺
骨
を
発
見
す
る
例
が
増
え
た
こ

と
を
受
け
、
国
は
１
９
６
７
年
か
ら
６
年

計
画
で
、
航
空
便
を
利
用
し
た
り
、
現
地

住
民
を
雇
用
し
た
り
し
て
遺
骨
収
容
に
当

た
り
ま
し
た
。
１
９
７
３
年
度
か
ら
は
３

年
計
画
で
遺
骨
収
集
事
業
の
充
実
・
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
遺
骨
収
容
を
行
っ
て

い
る
民
間
団
体
に
対
す
る
補
助
事
業
を
実

施
し
、
民
間
の
力
を
借
り
な
が
ら
遺
骨
収

容
を
進
め
ま
し
た
。

海
外
に
眠
る
戦
没
者
た
ち
… 

遺
骨
収
集
事
業

ソロモン諸島での遺骨収容の様子

※遺族に引き渡す前の魂を柱と呼びます。

(C) 2018 日本医療企画.




